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学校生活に何とか適応しようと必死に頑張る , 自閉スペクトラム症（Autism Spectrum 






 アメリカの疾病予防センター（Centers for Disease Control and Prevention : 以下 CDC）の報
告によると, 2010 年の時点でアメリカに住む子どもの 68 人に 1 人が ASD と診断されてい
る。この数値は 2000 年には 150人に 1 人であったのが, この 10年でほぼ 2倍近く増加して
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したのはスイスの精神医学者 Bleuler, O.であるが，Bleuler, O.は，この言葉を統合失調症の患
者の症状を指す言葉として使用しており，自閉的症状そのものを一つの独立した病的症状
として示すために使用したのは Kanner, L. と Asperger, H.が最初であった。 
Kanner. L.は，ユダヤ系オーストリア人であったことからナチスからの迫害を逃れ，アメ
リカに亡命しジョンズ・ホプキンス大学（Johns Hopkins University）で教授となっていた。
Asperger, H.の緊密な協力者で自閉症の査定をしていた Frankl, G. は，ユダヤ人であったこと
から，1937年Kanner, L.の助けでウィーンを離れKanner, L.のもとで研究助手となった（Czech, 
2018）。「1938 年に初めて」という書き出しで始まる Kanner, L.の論文の症例のアセスメントは, 
Frankl, G. が行っていたとされている。オーストリア生まれの Kanner, L.は, ドイツ語の医学出版
物にアクセスできたことから，Asperger, H.が，1938 年に自身の講演内容をまとめて“Das psychisch 
abnorme Kind”として発表した内容に『自閉的精神病質』という用語を用いて自閉的特徴を説明
していたことを知っていたのではないかという疑念が持たれている（Czech, 2018；加戸・齋






ろ，Frankl, G.からの情報であろうと述べている。Kanner, L.はその後も Frankl, G. とともに
論文を著していることからも推測できると述べている。 












いか。さらに 1930 年代の時期に Asperger,H.が中心となって行っていた行動異常児の治療教
育は，今日の特別支援教育と比較しても何ら遜色がないことは（加戸ら，2013），Asperger, 
H.が，ウィーン大学（Universität Wien）小児科クリニック設立委員長であった Lazar, E.から
単に引き継いだだけだとしても賞賛に値する治療教育である。もし，ナチスの政策に協力し
ている姿が真の姿であるならば，このような心の通った現代にも通じる治療教育を施すこ




第 2 節 自閉症の初期の研究 
 
（1） Kanner, L.の自閉症研究 
 
Kanner, L.は，1943 年，“Autistic disturbances of affective contact（情緒的接触の自閉的障害：
















1938年に自身の講演内容をまとめて“Das psychisch abnorme Kind（精神的異常児）”として
世界に先駆けて発表している（第 1章 第 1節）。これまでは，1944年発表の“Die autistischen 





の Van Klevelen,D.A.は，早期から Asperger,H.を支持しており，Kannner,L. の自閉症との相違
点と共通点を指摘し，重要な論文として我が国の「児童精神医学とその近接領域」に同様の
主張を投稿している（Van Klevelen, 1962）。   





ることとなった。しかし，2018 年に 衝撃的な内容の論文が発表された（Czech, 2018）。こ







のグループや Asperger（1943）の論文の全文を 1991 年に世界で初めて英訳した Frith,U.をは
じめとして, Gillberg, C.や Happé,F., Tantam,D.らの研究者を挙げることが出来る。なかでも，
Rutter,M. を中心とした研究者のグループは，ロンドンの Maudsley 病院（後のロンドン大学
精神医学研究所）において，以前に“childhood schizophrenia”あるいは“psychosis”と診断され
ていた 63 例について 5 年から 15 年の追跡研究を行った。その結果，自閉症児の約四分の
一に追跡期間中に癲癇が認められ（ Lockyer ＆  Rutter, 1969; Rutter, Greenfeld ＆ 







また Rutter,M.は，今日の自閉症の診断基準の基になっている 4項目を示した（Rutter, 1970）。
第 1 に対人関係を作ることの失敗，第 2 に言葉の意味を理解することの障害，人称代名詞
の逆用を伴う言葉の遅れ，第 3 に儀式的・強迫的症状を中核症状とし付随する症状に常同的







 Kanner,L.の論文“early infantile autism（早期幼児自閉症）”で発表された症例の子どもたち
についてアメリカの精神分析学派らは，幼少期の精神病と捉えた（髙木，2009）。Mahler, Ross, 

















ルス校（University of California Los Angeles）医学部において，行動療法の世界的第一人者 






基づいて実施される応用行動分析による介入法であった（Lovaas,1966; Lovaas, Freitag, 
Gold ＆ Kassorla, 1965; Lovaas, Koegel, Simmons., & Stevens, 1973）。この技法につい
て，Schopler,E.が目指していた障害者と共に生きるノーマライゼーションとは異なる
ものであった（Schopler, Short, & Mesibov, 1989）。Lovaas,O.I.のもとを去った Schopler,E.
は，ノースカロライナ州にわたり，ノースカロライナ大学（University of North Caroline）医
学部精神科において自閉症の早期発見と治療のための視覚的に構造化された行動療法
TEACCH（Treatment and Education of Autistic and related Communication handicaped Children）
と診断法 CARS(Childhood Autism Rating Scales) を用いた治療集団を地域的に組織した。





能にするユニバーサル・デザインの確立を目指したプログラムである（Schopler, Mebibov, & 







































第 3 節 Wing, L. による新たな診断基準の提唱 
 
 Wing, L. は，1981 年発表した論文において，自己の疫学的調査の結果より，「対人関係の
理解やコミュニケーション，想像力の 3 つの障害は，同一人物に同時に生じる傾向があるこ
とから，これを「三つ組み」と呼び自閉症の診断基準とすることを提唱した。その際に，英




Wing, L.の論文中に Bosch（1962）の論文を引用し，最初に使用したのは，ドイツの Bosch, 
G.であることを明記している（石川，2007）。この Wing, L. の提唱した三つ組みがアスペル
ガー症候群として DSM-Ⅳや ICD-10に診断基準として取り入れられた。 
 Wing, L.の功績は，人格障害であると主張されてきた Asperger症候群（Asperger, 1966；Van 










第 2章 自閉症とその定義 
 
第 1 節 自閉症の定義   
 
国際的に広く用いられている自閉症の定義は，2013年に改定されたアメリカ精神医学会




























 第 2 節 DSM-5 による自閉症の診断基準における問題点 
 














障害（Pervasive Developmental Disorders: PDD）である非定型広汎性発達障害（Pervasive 

































第 2 節 ASD の診断基準におけるＮＴとの境界の特定 
 
神尾・森脇・武井・稲田・井口・高橋・中鉢（2013）は，自閉症状が一般児童集団内でど
のような分布をするのか，ASD と非 ASD を明確に区分する境界があるのか，あるいは連続
的に分布し，自然な境界が見られないのかを明らかにするため，全国の小・中学校通常学級
に通う児童・生徒 22,529 人を対象に，対人応答性尺度4（Social Responsiveness Scale: SRS）













not otherwise specified: PDD-NOS）と一部重複するだろうと述べている。この閾値下のケー
スは，中等度以上の自閉症状が認められるが，その症状の程度や数が，自閉性障害やアスペ
ルガー障害などの中核群の診断基準を下回るようなケースを含めて用いられることが多い
（神尾ら，2013）。例えば診断基準 A は満たすが，B は満たさないため A,B 両方とも満たす
ことが条件であることから診断はなされないという具合である。その閾値下のレベルの多
くの者たちに自閉的な行動や認知の特性が一定以上認められることが知られている。この





設定されており，ASD と非 ASD を区別する境界を特定することは難しいと結論付けられた
（神尾ら，2013；Wing，1981）。 
                   
第 3 節 ASD 閾値下に属することに存在する問題 
 
神尾ら（2013）は, 親回答の対人応答性尺度（Social Responsiveness Scale : SRS）の総合得
点によって ASD のリスクを高・中・低の３群に分け，リスクのレベルを比較分析している。
その結果，ASD のリスク臨床閾値上レベル（ASD と診断されている可能性の高い群）以外








本研究においては神尾ら（2013）の研究で使用されている SRS ではなく AQ-J-10を ASD
のスクリーニングに使用している。SRS と比較すると質問項目が非常に少なく手軽に取り




神尾ら（2013）の指摘する ASD と NT の境界ゾーンである BAP は，いわゆる ASD と診
断されないが ASD の認知・行動特性を色濃く持っている者たちとして捉え，NT と ASD と


















第 4 節 ASD の閾値下（BAP）に属する子どもたちへの支援 
 














































第４章 「ASD 傾向」と適応 
 








出している BAP に属する状態」とする。さらに「ASD 傾向の高さ」の定義を，ASD 者から
NT 者までの中における「ASD 傾向の表出状態のレベルを表すもの」とする。 
 




















ることであり，心理的 well-being な状態を保つことである。 









理的 well-being を保つことが出来る。そこに ASD 児・者の適応が存在しているといえるだ
ろう。 
 























ことが可能となる。その結果として心理的 well-being が保たれるということが思料される。 
 





well-being を高める重要な概念の１つに自尊感情がある（Heatherton & Wyland, 2003）。小塩
（1998）や八木（1995）は，自尊感情が well-being そのものを意味する指標として扱われて






























る（Bryant & Baxter ,1997；児玉・片柳・嶋田・坂野,1994）。ポジティブな状況において生
起する肯定的自動思考は，肯定的感情を引き起し，ストレス対処のレパートリーを広げ，
肯定的感情状態を増やすことが示されており（Fredrickson ＆Joiner，2002）適応・不適応機
能を決定付ける最も重要な要素となるとも主張されている（Ingram, Smith, & Brehm , 1983）。
さらには，亢進した自律神経系の反応をより早く通常状態に戻す「復元効果（undoing effect）」
を持つことも示されている（Fredrickson & Levenson, 1998）。またネガティブな出来事後に
も肯定的感情を緩衝材としてうつ状態に陥ることなく，さらに否定的な環境に対して肯定








































らのサポート源の知覚の高さが心理的 well-being に重要な影響を与えるといえる。だが， 



























（Block, 1965; 畑・小野寺，2013）（Ego-resiliency: 以下 ER）を挙げることできる。ER は，
日々直面するストレスや問題に対処する力を指し，日常的な内外のストレッサーに対して
柔軟に自我を調整し，状況に応じて臨機応変にうまく対処し適応できるとされるパ－ソナ
































































最良の自尊感情で心理的 well-being を保つ指標。 
 
（3）肯定的自動思考 




















第 3 節 問題 
 
前述のように CDC の報告から ASD 児・者の実数が増加しているとするならば，その増
加に付随して今後，診断基準閾値下の BAP に属する者たちも増加していく可能性が高い。
だが，現在の障害者の権利に関する条約「第二十四条 教育」（2012）による合理的配慮の
規定には，医療機関による ASD の診断が必要である。診断基準から外れる ASD 者と同様
に社会的適応を困難とする者たちは，合理的配慮の枠組みから外れ，彼らの支援は，個別（担
任やその子を取り巻く資源）のマンパワーに依存しており，公的な枠組みがないのが現状で












































生活を適応的に送っている大学生を対象とし，BAP を中心とする ASD 傾向の高い大学生，























（b）自閉性スペクトル指数（Autism-spectrum Quotient : AQ）10 項目版（AQ-J-10；Kurita, 
28 
 
Koyama, & Osada, 2005） AQ 日本語版 50項目（AQ-J; 栗田ら, 2003）から，広汎性発達障害
（DSM-5：自閉スペクトラム症） の診断を識別する能力の高い 10 項目を抽出した尺度を用
いた5。「社会的スキル」「注意の切り替え」「細部への注意」「コミュニケーション」「想像力」
の 5 種の下位尺度で構成されている。 
本尺度は，Kurita et al.（2005）によって一定の再テストおよび評価者間信頼性が確認され
ている。信頼性と妥当性の検討は，AQ-Jの 50 項目のうち，HPDD（high-functioning pervasive 
developmental disorder）診断に大きく関連する効果サイズが 0.17 を超える 21 項目の抽出に
よる 2週間間隔でテストと再テスト結果の有意な相関 r=.86（ｐ<.01）が示され，クロンバ
ックの α 係数は，.75（n＝240），21項目についてアスペルガー障害者 13 人，自閉性障害者
5 人，非定型広汎性発達障害者 7 人（いずれも DSM-Ⅳに基づく診断者）の間のスコアに有
意差がなかった。さらに 21 項目から，効果サイズ 0.185 以上の 10項目で AQ-J-10 を作成し, 
19 人の HPDD と統制群 54 人に 7.3 か月間隔でのテスト結果の HPDD 者の 1 回目（M＝
7.2±1.6）と 2 回目（M=6.4±1.9）に有意な差がなく，相関は r=.56（p<.01）であった。統制
群 54人の学生間の同様のテスト間にも有意な差はなく（M＝3.7±2.0）, HPDD 群の方の得点
が有意に高かった（Tukey’s  t（35.1）=10.86,  p<.01）。AQ-J-10 の２回のテスト結果は，両
群それぞれに有意な差がなく相関が.77 と高かったことより，AQ-J-10 は尺度としての信頼
性と妥当性を十分に備えていると判断し使用した。なお AQ-J-10の判別精度は，AQ や AQ-
J-21 よりも高く，88％を示している（Kurita et al.,2005）。自分に当てはまることについて，
「確かにそうだ：4」から「確かにちがう：1」の４件法で回答することを求めた。1 か２の
































（e）自動思考尺度  Automatic Thoughts Questionnaire-Revised（Kendall, Howard, & Hays（1989））
の日本版自動思考尺度（児玉・片柳・嶋田・坂野, 1994）から 10 項目で構成された肯定的自







ことを示した（Ingram et al，1995）。 さらに児玉ら（1994）によってクロンバックの α 係






（f）Ego-Resiliency（Block & Kremen, 1996）尺度 日本語版（畑・小野寺，2013）14 項目で





負荷を示したことによる 1 成分解の採択，クロンバックの α係数が.82 で十分な値であるこ
との確認，折半法による基数番号，偶数番号項目の合計得点での相関で有意な相関が認めら
れた（r=.721，p<.01）。14 項目の合計得点を上位 25％（G 群：132名）と下位 25％（P群：
116 名）に分けた G-P 分析の結果，G-P 群間に 0.1％水準で有意な差が認められたこと。内
的一貫性をみる I-T 相関分析においても合計得点のすべての項目相関は有意な相関が確認
されている（r=.42~.67, p<.01）。S-H 式レジリエンスとの併存的妥当性は，総合点ならびに
下位尺度のすべてが r= .38 以上で有意な正の相関を示した（p<.001）。構成概念妥当性は，
精神的健康尺度短縮版（中川・大坊，1985）と有意な負の相関が確認された（r=-.32, p<.001）。
尺度全体のクロンバックの α 係数は .81であり，Block＆Kremen（1996）の原版尺度の α 係
数は.76 と報告されており，ER89 日本語版尺度は十分な信頼性を示していることから本研
究で使用した。自分に当てはまることについて答えを「非常にあてはまる：4」から「まっ
たくあてはまらない：1」の 4 件法で求めた。 
 
（g）コーピング尺度（尾関，1993）積極的（問題焦点，情動焦点）8 項目，消極的（回避・
逃避）6 項目の 14 項目から構成された尺度である。本尺度は，尾関（1993）が，坂田（1989）
によるコーピング尺度の 58 項目に 2 項目を追加して大学生 668 名を対象に調査を実施し，
因子分析の結果も考慮しつつ，坂田（1989）の 19カテゴリーから 1 項目ずつと追加 1項目
で 20項目を採用した。尾関（1993）は，この 20 項目を用いて大学生 599 名（男子 360名，
女子 239 名）を対象に調査を行い，体験率から 1項目を削除した 19項目の因子分析に基づ
き「積極的」「消極的」の 2 因子を抽出した。尾関（1993）による信頼性は，積極的８項目
























































＝.25，p<.01），肯定的自動思考（r＝.70 , p<.01），ER （r＝.60 ，p<.01），積極的コーピン












ト( r＝.19，p<.05），先生サポート（r＝.20，p<.05），肯定的自動思考（ r＝.70 ， 
















Table 1.  ASD傾向3群における各変数の平均値と標準偏差
ASD傾向低群 　　（n =158） ASD傾向中群 　　（n =113） ASD傾向高群 　　（n =36）
    平均値 標準偏差     平均値 標準偏差     平均値 標準偏差
AQ 2.03 0.95 4.81 0.73 7.44 0.61
家族サポート 8.46 1.86 8.20 2.14 7.78 1.93
友人サポート 8.65 1.46 8.02 2.20 7.19 2.38
先生サポート 6.06 2.50 6.00 2.53 5.50 2.51
肯定的自動思考 28.53 6.47 27.09 7.14 26.31 6.31
ER 32.47 6.92 31.35 6.89 31.81 7.59
積極的コーピング 22.75 3.85 23.05 4.12 23.47 4.55
消極的コーピング 16.65 3.47 17.38 2.97 17.61 3.31






















3 先生サポート 全体 .30 ** .41 **
低群 .27 ** .29 **
中群 .30 ** .51 **
高群 .36 * .49 **
4 肯定的自動思考 全体 .40 ** .38 ** .36 **
低群 .40 ** .35 ** .40 **
中群 .41 ** .34 ** .31 **
高群 .31 .53 ** .36 *
5  ER 全体 .22 ** .35 ** .29 ** .63 **
低群 .18 * .26 ** .27 ** .63 **
中群 .23 * .34 ** .30 ** .56 **
高群 .31 .66 ** .39 * .65 **
6 積極的コーピング 全体 .30 ** .33 ** .27 ** .45 ** .57 **
低群 .29 ** .31 ** .18 * .50 ** .53 **
中群 .27 ** .38 ** .36 ** .39 ** .62 **
高群 .47 ** .40 * .38 * .59 ** .62 **
7 消極的コーピング 全体 .11 .17 ** .03 .14 * .33 ** .43 **
低群 .11 .16 * -.07 .13 .29 ** .39 **
中群 .16 .17 .15 .16 .41 ** .53 **
高群 .04 .39 * .13 .23 .45 ** .31
8 本来感 全体 .27 ** .33 ** .25 ** .70 ** .60 ** .36 ** .14 *
低群 .31 ** .34 ** .25 ** .70 ** .64 ** .42 ** .15
中群 .17 .19 * .20 * .70 ** .53 ** .35 ** .20 *
高群 .36 * .67 ** .41 * .68 ** .66 ** .25 .12














ティブな影響を受けやすく（Block & Kremen, 1996；Klohnen, 1996）ポジティブな感情を生
じ，そのポジティブな感情に対する認知的評価により自信が高まり（Tugeade & 
Fredrickson ,2004）幸福感が高まる（Cohn, Fredrickson, Brown & Conway, 2009）。自己調整力
の低い人は硬直し，忍耐強く辛抱強い行動を取ったり，迷いや不安が生じ，ネガティブな
感情を誘発したりする（Block & Kremen, 1996）ため，ストレスを生じる。そのストレス対
処方略にコーピングを使用すると考えられる。積極的なコーピングによる認知的評価は，
肯定的自動思考によりポジティブな感情を引き起こし（Fredrickson & Levenson, 1998）消極
的コーピングによる認知的評価は，不全感などの不適応的な状態を起こす可能性がある







モデルへの適合度を算出したところ，ASD傾向低群においては，x2=.321， df =1， 
p=.571， GFI=.999,  AGFI=.982,  CFI=1.000, RMSEA=.000， AIC=70.321， ASD傾向中群
では，x2=.290， df =1， p=.590， GFI=.999， AGFI=.977,  CFI=1.000,  RMSEA=.000,  
AIC=70.290， ASD傾向高群では，x2=2.993， df =1， p=.084， GFI=.980， AGFI=.277,  
36 
 
CFI=.984,  RMSEA=.239,  AIC=72.993となり（Table 3）ASD傾向高群の適合度が低かった
が，他の2群のデータの適合度は良好であったことから，多母集団分析を行った。結果，
この仮説モデルの適合度は x2=54.859， df =47， p=.201， GFI=.960， AGFI=.907,  







Figure 2. 仮説モデル 
    
 
Table 3.　仮説モデルへの各群の適合度
ASD傾向低群 .321 1 .571 .999 .982 1.000 .000 70.321
ASD傾向中群 .290 1 .590 .999 .977 1.000 .000 70.290
ASD傾向高群 2.993 1 .084 .980 .277 .984 .239 72.993
多母集団分析 54.859 47 .201 .960 .907 .991 .023 176.859








パスが示された（.16, p<.01）。ERから積極的コーピングへの有意なパス（.49, p<.001）, 消
極的コーピングへの有意傾向のパス（.15, p<.10）, 肯定的自動思考への有意なパス（.53, 
p<.001）, 本来感への有意なパス（.32, p<.001），積極的コーピングから消極的コーピング
への有意なパス（.32, p<.001）, 肯定的自動思考への有意なパス（.15, p<.05）, 消極的コー
ピングから積極的コーピングへの有意傾向の負のパス（-.10, p<.10）, 肯定的自動思考から

















ス（.19, p<.10）, 肯定的自動思考への有意なパス（.35，p<.05）, 本来感への有意な負のパ
スが示された（-52, p<.001）。肯定的自動思考からは本来感への有意なパスが示された




ASD 傾向各群の変数間のパラメータ推定値を Table 4 に示し，変数間の間接効果と総合効
















Figure 4   ASD 傾向中群適応モデル 
註）誤差は省略，有意なパラメータのみ示した。 
       
Figure 5   ASD傾向高群適応モデル  
















       　  Z値
家族サポート ER .01 .07 -.03
積極的コーピング .15 † .07 .34 * -1.88 †（低群:高群）













積極的コーピング .11 .10 -.25
消極的コーピング .08 -.05 .34 *
肯定的自動思考 .01 .01 .23




積極的コーピング -.03 .13 .14




本来感 -.06 -.01 .10
ER .11 .14 .44
積極的コーピング .49 *** .53 *** .62 ***
























消極的コーピング .19 .30 .27
肯定的自動思考 -.10 † -.13 -.12






























　　ASD傾向低群 　　ASD傾向中群 　　ASD傾向高群  　　 　 ASD傾向低群 　ASD傾向中群 　　ASD傾向高群

















ASD 傾向低群適応モデルにおいて，本来感へ ER と肯定的自動思考からの高い総合効果
Table 5.　仮説モデルにおける各変数の間接効果と総合効果
ASD傾向各群
家族サポート 　　低群 .01 .01 .16 .05 .06 .03 .25 .12 .15
　　中群 .07 .04 .11 .06 .10 .03 .31 .21 .09
　　高群 -.03 -.02 .33 .06 .19 .13 .05 -.15 .03
友人サポート 　　低群 .19 .09 .21 .09 .17 .12 .13 .12 .22
　　中群 .22 .11 .22 .14 .09 .11 .12 .13 .09
　　高群 .62 .38 .14 .16 .51 .29 .44 .43 .60
先生サポート 　　低群 .21 .10 .07 .06 -.13 .14 .30 .21 .14
　　中群 .16 .08 .22 .12 .08 .08 .15 .14 .12
　　高群 .09 .06 .20 .06 -.05 .11 .12 -.00 .10
ER 　　低群 .49 .15 .30 .05 .58 .26 .58
　　中群 .53 .25 .39 -.02 .48 .32 .52
　　高群 .62 .12 .34 .17 .53 -.04 .39
積極的コーピング 　　低群 .32 -.03 .12 .06 .04
　　中群 .47 -.06 -.01 -.01 .03
　　高群 .19 -.02 .33 .17 -.35
消極的コーピング 　　低群 -.09 -.04 -.04
　　中群 -.13 -.08 -.08




　間接効果　総合効果　 間接効果　 総合効果　間接効果　 総合効果　間接効果 　総合効果　 間接効果　 総合効果
















































れることで（Komeda,  Kosaka,  Saitou,   Inohara,  Munesue,  Ishitobi, Satou, ＆ Okazawa, 
2013），対処が可能となると，肯定的自動思考がポジティブな感情を生起させ，自分らしく
ある感覚を感じ取ることが出来ると考えられる。 
























また，ASD 傾向高群の ER から積極的コーピングへの正の影響の強さは，他の 2 群と比
較して大きく示されており，ER が働く時，他の群より高いストレスの増加の可能性が推測
され，先行研究に示されている感情調節に自己抑制を頻繁に使用している（Samson, Hardan,   


































































SMILE（Standard Medical Intervention and Long term Exercise）という研究で明らかにされて
いる（Blumenthal, Babyak, Moore, Edward, Herman, Khatri, Waugh, Napolitano, Forman, 



































































（a）デモグラフィックデータ 年齢，性別, 所属学部学科について記入を求めた。 
 
（b）自閉性スペクトル指数（Autism-spectrum Quotient : AQ）10 項目版（AQ-J-10；Kurita, 
Koyama, & Osada, 2005） AQ 日本語版 50項目（AQ-J;栗田ら，2003）から，広汎性発達障害
（DSM-5：自閉スペクトラム症） の診断を識別する能力の高い 10 項目を抽出した尺度









て当てはまる内容を「あてはまる：5」から「あてはまらない：1」の 5 件法で回答を求めた。 
 
（d）ソーシャル・サポート尺度（土田，2019a）サポート源を「家族」，「友人」，「先生」









4」から「全くない：1」の 4 件法で求めた。 
 
（f）Ego-Resiliency（Block & Kremen, 1996）尺度 日本語版（畑・小野寺，2013）14 項目で
構成された尺度である。適応モデル作成研究時と同様のデータセットを使用した。自分に当
てはまることについての答えを「非常にあてはまる：4」から「まったくあてはまらない：
1」の 4 件法で求めた。 
 
（g）コーピング尺度（尾関，1993） 積極的（問題焦点，情動焦点）8 項目，消極的（回避・























（Roth, Wiebe, Fillingim, et. al, 1989）。このハーディネスは，幸福度や適応度の高さとも関連





 桜井（1993）により作成された 1 因子 8項目のコンピテンス尺度である。自己効力感を自
己の有能さへの認知とし，自己期待や有能感，物事を成し遂げることへの自信としてコンピ
テンスを捉えている桜井の尺度を採用した。自分に当てはまる内容について「非常に当ては













から除外した。最終的に 307 名（男子 176名，女子 131 名，平均年齢は 19.20 歳，SD=1.14）
の回答を分析対象とした。体育系大学生は 118 名，18歳が 22名，19 歳が 44 名，20歳が 28
名，21歳が 24名，平均年齢は 19.46歳（SD=1.018），男子 81名，女子 37 名，一般大学生は
189 名，18 歳が 77 名，19 歳が 60 名，20 歳が 30 名，21 歳が 15 名，22 歳が 5 名，23 歳が





 AQ-J-10（以下，AQ） の逆転項目の点数の 4を 1 に，3 を 2 に，2 を 3 に，1 を 4 に処理
後，原尺度に従い「確かにそうだ：4」「少しそうだ：3」に 1 点，他の 2 段階には 0 点とし
て AQ の合計得点を算出した。AQ 合計得点の平均値は 3.69（SD＝2.06）であり，最小値 0，
最大値 9, 男子学生（n=176）の平均値は 3.97, 標準偏差は 2.21, 最小値 0，最大値 9 であっ
た。女子学生（n=131）の平均値は 3.32，標準偏差は 1.78，最小値 0，最大値 8 であった。
男女差における t 検定の結果は，1％水準で男子が有意に高い得点であった（t（305）=2.74, 
p<.01）。カットオフポイント７以上の得点者は 36 名（全体の 11.7％），男子学生 30 名，女
子学生 6 名であった。カットオフポイント以上の得点者は 36 名の体育系大学生と一般大学








さらにその ASD 傾向に有意な差のある（F（2）=774.74, p<.001）3 群をそれぞれ学生種ご
とに群を抽出した。その大学生の内訳は，ASD 傾向低群一般大学生 100 名，体育系大学生
58 名，ASD 傾向中群一般大学生 69 名，体育系大学生 44 名，ASD 傾向高群一般大学生 20
名，体育系大学生 16 名で，ASD 傾向各群の学生種間には有意な差のない集団（ASD 傾向低
52 
 















的に判断した結果，先行研究同様 3因子が適当と判断された。結果を Table 6 に示す。堀越
ら（2008）の研究でも触れられているが，「7.学ぶことを楽しみにしている」は，社会人にお























述統計量を Table 7，各変数間のピアソンの積率相関係数を Table 8，Table 9に示した。 




ASD 傾向中群において r=.39（p<.01），肯定的自動思考との間に ASD 傾向低群において r=.35
（p<.01），ASD 傾向中群において r=.45（p<.01），ASD 傾向高群において r=.49（p<.05），ER
との間に ASD 傾向高群において r=.49（p<.05），積極的コーピングとの間に，ASD 傾向低群
において r=.21（p<.05），ASD 傾向高群において r=.40（p<.01），本来感との間に ASD 傾向
低群において r=.28（p<.01），チャレンジとの間に，ASD 傾向中群において r=.35（p<.01），
　　　　　　　　　　　　　　　項目内容 　       F 1 　       F 2 　       F 3          M         SD
＜　F 1: チャレンジ，α＝.81 ＞
13.目新しくて変化に富んだいろいろなことをしてみたい .88 .09 -.24 3.74 1.06
10.できればさまぎまな経験をしてみたい .80 -.09 -.11 4.11           .97
  8.わくわくする活動や冒険的な行為は好きだ .80 -.12 .22 3.83 1.14
15.興奮したり，わくわくすることが好 きだ .65 .06 .04 4.07           .94
  1.作業や仕事ば変化があるほうが好きだ .39 .21 -.10 3.43 1.28
＜　F 2: コントロール，α＝.85　＞
12.どんなことでも最善を尽せば，最終的にうまくいく -.04 .90 -.15 3.51 1.15
  3.一生懸命がんばれば，必ず目標は達成する -.11 .83 .00 3.68 1.16
  5.努力すればどんなことでも自分の力でできる .01 .83 -.05 3.45 1.20
14.一生懸命話せば，だれにでもわかってもらえる .08 .58 -.10 3.21 1.22
  9.計画を立てたら，それを実現させる自信がある .19 .45 .11 3.25 1.20
  7.学ぶことを本当に楽しみにしている .19 .36 .26 3.39 1.20
＜　F 3: コミットメント，記号α＝.66　＞
  4.自分には打ち込めるものがない* -.04 -.19 .68 3.50 1.31
  2.楽しめる趣眛をもっている .13 .05 .55 4.1 1.08
11.毎日の生活は単調で張りがない* -.20 -.05 .54 2.89 1.27
  6.生きがいを感じているものがある .01 .37 .52 3.63 1.23
                            因子寄与（二乗和） 35.26 7.33 6.75
                                    因子間相関
F1 : チャレンジ 1.00 .61 .51
F2 : コントロール .61 1.00 .49




コミットメントとの間にとの間に ASD 傾向低群において r=.29（p<.01）のそれぞれ有意な
相関が見られた。 
友人サポートにおいては，先生サポートとの間に ASD 傾向低群において r=.28（p<.01），
ASD 傾向中群において r=.56（p<.01），肯定的自動思考との間に ASD 傾向中群において r=.27
（p<.05）, ASD 傾向高群において r=.64（p<.01），ER との間に，ASD 傾向低群において r=.23
（p<.05）, ASD 傾向中群において r=.33（p<.01），ASD 傾向高群において r=.85（p<.01），積
極的コーピングとの間に ASD 傾向低群において r=.37（p<.01），ASD 傾向中群において r=.39
（p<.01），本来感との間に ASD 傾向低群において r=.31（p<.01），ASD 傾向高群において
r=.70（p<.01），チャレンジとの間に ASD 傾向低群において r=.30（p<.01），ASD 傾向中群に
おいて r=.33（p<.01），コントロールとの間に ASD 傾向中群において r=.28（p<.05），ASD 傾
向高群において r=.58（p<.01），コミットメントとの間にASD傾向低群において r=.36（p<.01）, 
ASD 傾向高群において r=.61（p<.01）の有意な相関が見られた。 
先生サポートにおいては，肯定的自動思考との間にASD傾向低群において r=.28（p<.01），
ER との間に，ASD 傾向低群において r=.27（p<.01）, ASD 傾向中群において r=.27（p<.05），
積極的コーピングとの間に，ASD 傾向中群において r=.32（p<.01），本来感との間に ASD 傾
向低群において r=.21（p<.05），自己効力感との間に ASD 傾向低群において r=.25（p<.05），
コントロールとの間に ASD 傾向低群において r=.21（p<.05）,  ASD 傾向中群において r=.31
（p<.05），コミットメントとの間に ASD 傾向低群において r=.22（p<.05）の有意な相関が見
られた。 
肯定的自動思考においては，ER との間に ASD 傾向低群において r=.72（p<.01），ASD 傾
向中群において r=.53（p<.01），ASD 傾向高群において r=.68（p<.01），積極的コーピングと
の間に ASD 傾向低群において r=.50（p<.01），ASD 傾向中群において r=.30（p<.01），ASD
傾向高群において r=.55（p<.05），本来感との間に ASD 傾向低群において r=.72（p<.01），
ASD 傾向中群において r=.64（p<.01），ASD 傾向高群において r=.60（p<.01），自己効力感と
の間に ASD 傾向低群において r=.63（p<.01），ASD 傾向中群において r=.50（p<.01），ASD
傾向高群において r=.51（p<.01），チャレンジとの間に ASD傾向低群において r=.39（p<.01），
ASD 傾向中群において r=.28（p<.05），コントロールとの間に，ASD 傾向低群において r=.59
（p<.01），ASD 傾向中群において r=.62（p<.01），ASD 傾向高群において r=.51（p<.01），コ




ER においては，積極的コーピングとの間に ASD 傾向低群において r=.54（p<.01），ASD
傾向中群において r=.51（p<.01），ASD 傾向高群において r=.58（p<.01），消極的コーピング
との間に，ASD 傾向低群において r=.23（p<.05），ASD 傾向中群において r=.36（p<.01），本
来感との間に ASD 傾向低群において r=.66（p<.01），ASD 傾向中群において r=.42（p<.01），
ASD 傾向高群において r=.60（p<.01），自己効力感との間に ASD 傾向低群において r=.54
（p<.01），ASD 傾向中群において r=.49（p<.01），チャレンジとの間に ASD 傾向低群におい
て r=.58（p<.01），ASD傾向中群において r=.49（p<.01），ASD傾向高群において r=.48（p<.01），
コントロールとの間に ASD 傾向低群において r=.55（p<.01），ASD 傾向中群において r=.61
（p<.01），ASD 傾向高群において r=.67（p<.01），コミットメントとの間に ASD 傾向低群に
おいて r=.47（p<.01），ASD 傾向中群において r=.46（p<.01），ASD 傾向高群において r=.60
（p<.01）のそれぞれ有意な相関が見られた。 
 積極的コーピンにおいては，消極的コーピングとの間に，ASD 傾向低群において r=.46
（p<.01），ASD 傾向中群において r=.27（p<.05），本来感との間に ASD 傾向低群において
r=.33（p<.01），ASD 傾向中群において r=.44（p<.01），自己効力感との間に ASD 傾向低群に
おいて r=.32（p<.01），ASD 傾向高群において r=.47（p<.01），チャレンジとの間に ASD 傾
向低群において r=.53（p<.01），ASD 傾向中群において r=.34（p<.01），ASD 傾向高群におい
て r=.55（p<.01），コントロールとの間に ASD 傾向低群において r=.58（p<.01），ASD 傾向
中群において r=.45（p<.01），ASD 傾向高群において r=.54（p<.01），コミットメントとの間
に ASD 傾向低群において r=.55（p<.01），ASD 傾向中群において r=.36（p<.01）のそれぞれ
有意な相関が見られた。 
 本来感においては，自己効力感との間に ASD 傾向低群において r=.49（p<.01），ASD 傾向
中群において r=.39（p<.01），チャレンジとの間に ASD 傾向低群において r=.34（p<.01），コ
ントロールとの間に ASD 傾向低群において r=.54（p<.01），ASD 傾向中群において r=.53
（p<.01），コミットメントとの間に ASD 傾向低群において r=.48（p<.01），ASD 傾向中群に
おいて r=.46（p<.01）のそれぞれ有意な相関が見られた。 
自己効力感においては，チャレンジとの間に ASD 傾向低群において r=.35（p<.01），コン
トロールとの間にASD傾向低群において r=.54（p<.01），ASD傾向中群において r=.54（p<.01），
ASD 傾向高群において r=.48（p<.05），コミットメントとの間に ASD 傾向低群において r=.45
（p<.01），ASD 傾向中群において r=.29（p<.05）のそれぞれ有意な相関が見られた。 
チャレンジにおいては，コントロールとの間に ASD 傾向低群において r=.51（p<.01），
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ASD 傾向中群において r=.51（p<.01），コミットメントとの間に，ASD 傾向低群において
r=.32（p<.01），ASD 傾向中群において r=.40（p<.01），のそれぞれ有意な相関が見られた。 
コントロールにおいては，コミットメントとの間に ASD 傾向低群において r=.43（p<.01），
ASD 傾向中群において r=.54（p<.05）の有意な相関が見られた（Table 8）。 
体育系大学生における各変数の相関は，AQ においては，積極的コーピングとの間に ASD
傾向中群において r=.35（p<.05），消極的コーピングとの間に ASD 傾向中群において r=.36
（p<.05），コミットメントとの間に ASD 低群において r=－.34（p<.01）の相関が見られた。 
家族サポートにおいては，友人サポートとの間に，ASD 傾向低群において r=.42（p<.01），
ASD 傾向中群において r=.67（p<.01），ASD 傾向高群において r=.73（p<.01），先生サポート
との間に，ASD 傾向低群において r=.46（p<.01），ASD 傾向中群において r=.49（p<.01），
ASD 傾向高群において r=.78（p<.01），肯定的自動思考との間に ASD 傾向低群において r=.53
（p<.01），積極的コーピングとの間に，ASD 傾向低群において r=.45（p<.01），ASD 傾向中
群において r=.40（p<.01），消極的コーピングとの間に ASD傾向中群において r=.40（p<.01），
本来感との間に ASD 傾向低群において r=.42（p<.01），チャレンジとの間に，ASD 傾向中群
において r=.48（p<.01），コントロールとの間に ASD 傾向中群において r=.40（p<.01）のそ
れぞれ有意な相関が見られた。 
友人サポートにおいては，先生サポートとの間に ASD 傾向低群において r=.27（p<.05），
ASD 傾向中群において r=.32（p<.05），ASD 傾向高群において r=.83（p<.01），肯定的自動思
考との間に ASD 傾向低群において r=.33（p<.05）, 積極的コーピングとの間に ASD 傾向中
群において r=.32（p<.05），本来感との間に ASD 傾向低群において r=.39（p<.01），ASD 傾
向中群において r=.31（p<.05），チャレンジとの間に ASD 傾向中群において r=.35（p<.05），
ASD 傾向高群において r=.64（p<.01），コントロールとの間に ASD 傾向中群において r=.35
（p<.05），コミットメントとの間に ASD 傾向低群において r=.29（p<.05）のそれぞれ有意な
相関が見られた。 
先生サポートにおいては，肯定的自動思考との間にASD傾向低群において r=.53（p<.01），
消極的コーピングとの間に ASD 傾向中群において r=.39（p<.01），自己効力感との間に ASD
傾向低群において r=.37（p<.01），チャレンジとの間に ASD傾向高群において r=.80（p<.01），
コントロールとの間に ASD 傾向低群において r=.47（p<.01）のそれぞれ有意な相関が見ら
れた。 
肯定的自動思考においては，ER との間に ASD 傾向低群において r=.56（p<.01），ASD 傾
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向中群において r=.56（p<.01），積極的コーピングとの間に ASD 傾向低群において r=.52
（p<.01），ASD 傾向中群において r=.50（p<.01），本来感との間に ASD 傾向低群において
r=.59（p<.01），ASD 傾向中群において r=.74（p<.01），ASD 傾向高群において r=.68（p<.01），
自己効力感との間に ASD 傾向低群において r=.49（p<.01），ASD 傾向中群において r=.47
（p<.01），ASD 傾向高群において r=.71（p<.01），チャレンジとの間に ASD 傾向低群におい
て r=.55（p<.01），ASD 傾向中群において r=.57（p<.01），コントロールとの間に，ASD 傾向
低群において r=.66（p<.01），ASD 傾向中群において r=.59（p<.01），コミットメントとの間
に，ASD 傾向低群において r=.41（p<.01）のそれぞれ有意な相関が見られた。 
ER においては，積極的コーピングとの間に ASD 傾向低群において r=.52（p<.01），ASD
傾向中群において r=.73（p<.01），ASD 傾向高群において r=.61（p<.01），消極的コーピング
との間に，ASD 傾向低群において r=.41（p<.01），ASD 傾向中群において r=.55（p<.01），
ASD傾向高群において r=.72（p<.01），本来感との間にASD傾向低群において r=.60（p<.01），
ASD 傾向中群において r=.63（p<.01），ASD 傾向高群において r=.69（p<.01），自己効力感と
の間に ASD 傾向低群において r=.45（p<.01），ASD 傾向中群において r=.46（p<.01），チャ
レンジとの間にASD傾向低群において r=.61（p<.01），ASD傾向中群において r=.53（p<.01），
コントロールとの間に ASD 傾向低群において r=.69（p<.01），ASD 傾向中群において r=.63
（p<.01），ASD 傾向高群において r=.73（p<.01）のそれぞれ有意な相関が見られた。 
 積極的コーピンにおいては，消極的コーピングとの間に，ASD 傾向低群において r=.49
（p<.01），ASD 傾向中群において r=.68（p<.01），ASD 傾向高群において r=.82（p<.01），本
来感との間に ASD 傾向低群において r=.33（p<.01），ASD 傾向中群において r=.44（p<.01），
自己効力感との間に ASD 傾向低群において r=.51（p<.01），ASD 傾向中群において r=.43
（p<.01），チャレンジとの間に ASD 傾向低群において r=.43（p<.01），ASD 傾向中群におい
て r=.58（p<.01），ASD 傾向高群において r=.67（p<.01），コントロールとの間に ASD 傾向
低群において r=.53（p<.01），ASD 傾向中群において r=.69（p<.01），ASD 傾向高群において
r=.67（p<.01）のそれぞれ有意な相関が見られた。 
 消極的なコーピングにおいては，本来感との間に ASD 傾向低群において r=.28（p<.05），
チャレンジとの間に ASD 傾向中群において r=.42（p<.01），ASD 傾向高群において r=.68
（p<.01），コントロールとの間に ASD 傾向低群において r=.56（p<.01），ASD 傾向中群にお
いて r=.65（p<.01）のそれぞれ有意な相関が見られた。 
 本来感においては，自己効力感との間に ASD 傾向中群において r=.60（p<.01），ASD 傾向
58 
 
高群において r=.64（p<.01），チャレンジとの間に ASD 傾向低群において r=.63（p<.01），
ASD 傾向中群において r=.53（p<.01），コントロールとの間に ASD 傾向低群において r=.55
（p<.01），ASD 傾向中群において r=.57（p<.01），ASD 傾向高群において r=.58（p<.05），コ
ミットメントとの間に ASD 傾向低群において r=.29（p<.05）のそれぞれ有意な相関が見ら
れた。 
自己効力感においては，チャレンジとの間に ASD 傾向低群において r=.51（p<.01），コン
トロールとの間にASD傾向低群において r=.56（p<.01），ASD傾向中群において r=.44（p<.01），
ASD 傾向高群において r=.50（p<.05），コミットメントとの間に ASD 傾向低群において r=.33
（p<.01）のそれぞれ有意な相関が見られた。 
チャレンジにおいては，コントロールとの間に ASD 傾向低群において r=.69（p<.01），
ASD 傾向中群において r=.81（p<.01），ASD 傾向高群において r=.61（p<.05），コミットメン
トとの間に，ASD 傾向中群において r=.54（p<.01）のそれぞれ有意な相関が見られた。 
コントロールにおいては，コミットメントとの間に ASD 傾向低群において r=.42（p<.01），







M SD M SD M SD M SD M SD M SD
AQ 2.01 0.92 2.07 1.01 4.78 0.70 4.86 0.77 7.50 0.61 7.38 0.62
家族サポート 8.45 1.90 8.48 1.81 8.00 2.38 8.52 1.66 7.50 2.04 8.13 1.78
友人サポート 8.54 1.57 8.83 1.23 7.62 2.37 8.64 1.77 6.45 2.63 8.13 1.67
先生サポート 5.57 2.52 6.90 2.25 5.36 2.41 7.00 2.41 3.95 1.85 7.44 1.79
肯定的自動思考 27.45 6.39 30.40 6.22 25.70 7.34 29.27 6.30 23.90 6.29 29.31 5.06
ER 31.90 7.04 33.45 6.64 29.84 6.01 33.73 7.56 29.70 7.25 34.44 7.38
積極的コーピング 22.68 3.93 22.86 3.73 22.56 4.01 23.82 4.21 22.45 5.03 24.75 3.62
消極的コーピング 16.71 3,56 16.53 3.33 17.51 2.95 17.18 3.04 17.45 3.66 17.81 2.90
本来感 21.44 6.63 24.45 5.08 20.46 6.19 23.59 5.24 18.25 5.57 22.19 3.76
自己効力感 26.25 7.40 29.81 5.55 23.94 8.09 27.21 6.68 19.45 8.02 30.81 9.34
チャレンジ 16.10 3.22 15.88 2.70 15.53 3.75 15.22 3.48 15.45 4.35 15.88 3.18
コントロール 20.03 4.96 22.26 4.82 18.50 5.88 21.78 4.80 19.70 6.18 22.88 3.93
コミットメント 14.28 3.52 14.45 3.26 13.93 4.07 13.82 2.64 14.00 3.28 13.69 2.57
ASD傾向低群 ASD傾向中群 ASD傾向高群





Table 9   体育系大学生の各変数間相関 
 
 







3.友人サポート 低群 -.18 .62 **
中群 -.10 .39 **
高群 .05 .36
4.先生サポート 低群 -.10 .19 .28 **
中群 -.14 .19 .56 **
高群 -.12 .06 .15
5.肯定的自動思考 低群 -.22 * .35 ** .35 .28 **
中群 -.11 .45 ** .27 * .23
高群 -.25 .49 * .64 ** .05
6.ER 低群 -.08 .15 .23 * .27 ** .72 **
中群 -.05 .19 .33 ** .27 * .53 **
高群 .12 .45 * .85 ** .17 .68 **
7.積極的コーピング 低群 -.09 .21 * .37 ** .14 .50 ** .54 **
中群 -.06 .20 .39 ** .32 ** .30 * .51 **
高群 .15 .68 ** .39 .30 .55 * .58 **
8.消極的コーピング 低群 .06 .10 .18 -.03 .16 .23 * .34 **
中群 .05 .07 .13 .04 .10 .36 ** .46 **
高群 .37 .03 .44 -.06 .18 .03 .07
9.本来感 低群 -.23 * .28 ** .31 ** .21 * .72 ** .66 ** .46 ** .10
中群 -.05 .14 .08 .13 .64 ** .42 ** .27 * .20
高群 -.41 .41 .70 ** .09 .60 ** .60 ** .01 .03
10.自己効力感 低群 -.23 * .16 .11 .25 * .63 ** .54 ** .32 ** -.16 .49 **
中群 .13 -.06 .09 .23 .50 ** .32 ** .05 -.08 .39 **
高群 -.34 .10 .18 .14 .51 * .36 .47 ** -.27 .12
11.チャレンジ 低群 -.01 .16 .30 ** .10 .39 ** .58 ** .53 ** .15 .34 ** .35 **
中群 -.02 .35 ** .33 ** .16 .28 * .49 ** .34 ** .13 .12 .08
高群 .03 .42 .39 -.01 .26 .48 ** .55 ** .03 .30 .34
12.コントロール 低群 -.13 .13 .19 .21 * .59 ** .55 ** .58 ** .09 .54 ** .54 ** .51 **
中群 -.06 .18 .28 * .31 * .62 ** .61 ** .45 ** .03 .53 ** .54 ** .51 **
高群 .25 .30 .58 ** .35 .51 * .67 ** .54 ** .00 .40 .48 * .41
13.コミットメント 低群 -.14 .29 ** .36 ** .22 * .54 ** .47 ** .55 ** -.09 .48 ** .45 ** .32 ** .43 **
中群 -.01 .22 .12 .22 .47 ** .46 ** .36 ** .20 .46 ** .29 * .40 ** .54 **
高群 .16 .17 .61 ** .27 .30 .60 ** .22 .19 .34 -.02 -.03 .22
* p <.05 ** p <.01







3.友人サポート 低群 -.03 .42 **
中群 -.04 .67 **
高群 -.11 .73 **
4.先生サポート 低群 -.18 .46 ** .27 *
中群 .00 .49 ** .32 *
高群 -.28 .78 ** .83 **
5.肯定的自動思考 低群 -.16 .53 ** .33 * .53 **
中群 .23 .24 .01 .29
高群 -.23 -.12 -.05 .13
6.ER 低群 -.23 .23 .31 .21 .56 **
中群 .34 * .25 .27 .17 .56 **
高群 -.33 .04 .19 .35 .49
7.積極的コーピング 低群 .05 .45 ** .18 .25 .52 ** .52 **
中群 .35 * .40 ** .32 * .36 .50 ** .73 **
高群 -.40 -.02 .19 .31 .57 .61 *
8.消極的コーピング 低群 .13 .14 .13 -.14 .11 .41 ** .49 **
中群 .36 * .40 ** .35 .39 ** .32 .55 ** .68 **
高群 -.37 .06 .29 .45 .33 .72 ** .82 **
9.本来感 低群 -.10 .42 ** .39 ** .17 .59 ** .60 ** .33 * .28 *
中群 .14 .15 .31 * .12 .74 ** .63 ** .44 ** .27
高群 -.09 .18 .36 .46 .68 ** .69 ** .33 .31
10.自己効力感 低群 -.13 .30 .01 .37 ** .49 ** .45 ** .51 ** .01 .24
中群 .16 .02 .15 .16 .47 ** .46 ** .43 ** .24 .60 **
高群 -.13 -.18 -.23 -.04 .71 ** .44 .22 .10 .64 **
11.チャレンジ 低群 -.08 .30 .08 .20 .55 ** .61 ** .43 ** .12 .63 ** .51 **
中群 .07 .48 ** .35 * .02 .57 ** .53 ** .58 ** .42 ** .53 ** .30
高群 -.35 .58 .64 ** .80 ** .33 .41 .67 ** .68 ** .39 .12
12.コントロール 低群 -.23 .28 .19 .47 ** .66 ** .69 ** .53 ** .15 .55 ** .56 ** .69 **
中群 .24 .40 ** .35 * .14 .59 ** .63 ** .69 ** .56 ** .57 ** .44 ** .81 **
高群 -.09 .12 .29 .30 .42 .73 ** .67 ** .65 ** .58 * .50 * .61 *
13.コミットメント 低群 -.34 ** .15 .29 * .21 .41 ** .26 -.01 -.22 .29 * .33 * .26 .42 **
中群 -.07 .25 .25 .22 .31 .16 .31 * .10 .26 .06 .54 ** .36 *
高群 -.17 .42 .49 .50 -.23 -.03 .23 .30 -.07 -.18 .55 .35








































































Table 10 各要因における二要因分散分析（学生種：①②×ASD傾向：③④⑤） 
  
 






学生種(①，②） 　　低群 　　中群 　　　高群 　　学生種 　　ASD傾向 　　交互作用
家族サポート  　一般大学生 8.45    （1.90） 8.00    （2.38） 7.50    （2.04） 2.02 1.62 0.63
 　体育系大学生 8.48    （1.81） 8.52    （1.66） 8.13    （1.78）
友人サポート  　一般大学生 8.54    （1.57） 7.62    （2.37） 6.45    （2.63） 　　14.82*** 　　　9.06*** 2.56†
 　体育系大学生 8.83    （1.23） 8.64    （1.77） 8.13    （1.67）
先生サポート  　一般大学生 5.57    （2.52） 5.36    （2.41） 3.95    （1.85）       42.33*** 0.77          3.03*
 　体育系大学生 6.90    （2.25） 7.00 　（2.41） 7.44    （1.79） ①：③＞⑤*，④＞⑤†　 ③：②＞①**    ④：②＞①***    ⑤：②＞①***
肯定的自動思考  　一般大学生 27.45  （6.39） 25.70  （7.34） 23.90  （6.29）       19.01*** 2.59† 0.52
 　体育系大学生 30.40  （6.22） 29.27  （6.30） 29.31  （5.06） ③：②＞①**
ER  　 一般大学生 31.90  （7.04） 29.84  （6.01） 29.70  （7.25） 12.44*** 0.54 1.31
 　体育系大学生 33.45  （6.64） 33.73  （7.56） 34.44  （7.38） ③:②＞①* ④；②＞①**
積極的コーピング  　 一般大学生 22.68  （3.93） 22.56  （4.01） 22.45  （5.03） 4.88* 0.75 1.22
 　体育系大学生 22.86  （3.73） 23.82  （4.21） 24.75  （3.62） ⑤：②＞①†
消極的コーピング  　一般大学生 16.71  （3.56） 17.51  （2.45） 17.45  （3.66） 0.01 2.21 0.15
 　体育系大学生 16.53  （3.33） 17.18  （3.04） 17.81  （2.90）
本来感  　一般大学生 21.44  （6.63） 20.46  （6.19） 18.25  （5.57） 16.58*** 3.22* 0.9
 　体育系大学生 24.45  （5.08） 23.59  （5.24） 22.19  （3.76） ③：②＞①** ④：②＞①** ⑤：②＞①*　①：③＞⑤†
自己効力感  　一般大学生 26.45  （7.40） 23.94  （8.09） 19.45  （8.02） 34.60*** 4.46* 4.43*
 　体育系大学生 29.81  （5.55） 27.21  （6.68） 30.81  （9.34） ①：③＞⑤**，④＞⑤†　    ③：②＞①**       ④：②＞①**       ⑤：②＞①**
チャレンジ  　一般大学生 16.10  （3.22） 15.53  （3.75） 15.45  （4.35） 0.01 1.03 0.16
 　体育系大学生 15.88  （2.70） 15.22  （3.48） 15.88  （3.18）
コントロール  　一般大学生 20.03  （4.96） 18.50  （5.88） 19.70  （6.18） 15.93 1.36 0.36
 　体育系大学生 22.26  （4.82） 21.78  （4.80） 22.88  （3.93） ③：②＞①** ④：②＞①**        ⑤：②＞①†
コミットメント  　一般大学生 14.28  （3.52） 13.93  （4.07） 14.00  （3.28） 0.03 0.76 0.09
 　体育系大学生 14.45  （3.26） 13.82  （2.64） 13.69  （2.57）
(      )内は標準偏差 ASD傾向：③低群　④中群　⑤高群 †p <.10,  *p <.05,**p <.01,***p <.001　　学生種：①一般大学生　②体育系大学生
④：②＞①**        ⑤：②＞①*
     　    　ASD傾向（③，④，⑤） 　　　　　　　　　　　　　　 F  値






















































































































耐性が低い（浜田ら，2015；Weaver et al., 2004; 山下，2015，）ことが示されており，本研究












 第 4 節において ASD 傾向の高い体育系大学生が他の一般大学生よりストレス耐性を含め
心理的 well-being を高める要因を高く保持していることが明らかとなった。この結果は，












































調節（emotion regulation）が，苦手で（Brindle, Moulding, Bakker, & Nedeljkovic, 2015）ネガ
ティブな感情を感じやすい心理的敏感さ（平野，2012）による過剰な反応が（Sobocko,K & 





















































































（a）デモグラフィックデータ 年齢，性別, 所属学部学科について記入を求めた。 
 
（b）自閉性スペクトル指数（Autism-spectrum Quotient : AQ）10項目版（AQ-J-10；Kurita, 































桜井(1993）により作成された 1 因子 8 項目のコンピテンス尺度である。第６章において
因子分析を行い因子負荷量が-.087 と低い第４項目「なるべく簡単にできる仕事をしている」
を除いた７項目 1 因子（α＝.916）の尺度である。自分に当てはまる内容について「非常に







第3節 結果  






























 合計得点の平均値は 38.59（SD=9.02）であり，最小値 14, 最大値 61であった。体育系大
学生（n=118）の平均値は 35.65, 最小値 14, 最大値 54 であった。一般大学生（n=189）の平
均値は 40.41，最小値 17, 最大値 61 であった。16 項目の信頼性を検討したところクロンバ
ックの α 係数は.82 であり，十分に信頼できる値であったことから，この 16 項目を心理的
敏感さ尺度として以降の分析に使用した。 




 心理的敏感さとAQとの相関は, r =.32（p<.01）, 本来感との相関は，r =-.37（p<.01）, チャレンジと






（b）学生種別各要因の相関と得点の平均値と標準偏差および t 検定 
  心理的敏感さとAQの相関において，一般大学生（r =.30, p<.01）より体育系大学生の方が高い
相関を示した（r =.43, p<.01）。心理的敏感さとハーディネスの相関では，体育系大学生の方が3要
因すべてに相関が見られた（r =-.26 － -.34, p<.01）。心理的敏感さと本来感との相関は，体育系
大学生（r =-.28, p<.01）より一般大学生（r =-.36, p<.01）の方が高い負の相関を示した。心理的敏
感さと自己効力感の相関は，一般大学生では有意な負の相関が見られたが（r =-.33, p<.01）, 体
育系大学生においては有意な相関見られなかった（r =-.16, n.s.）（Table 12）。 




Table 11 各尺度の相関 
 
 








　　　　　AQ 　　　本来感 　　チャレンジ 　コントロール コミットメント 肯定的自動思考 　　自己効力感
　　　　心理的敏感さ .32 ** -.37 ** -.16 ** -.30 ** -.21 ** -.43 ** -.33 **
** p <.01
一般大学生 心理的敏感さ 　　　　　AQ 　　　本来感 　チャレンジ 　コントロール コミットメント肯定的自動思考 　　自己効力感
心理的敏感さ .30 ** -.36 ** -.12 -.21 ** -.16 * -.43 ** -.33 **
       M 40.41 3.60 18.37 15.82 19.42 14.12 26.43 24.64
      SD 9.00 2.03 5.99 3.58 5.52 3.73 6.85 8.07
体育系大学生
心理的敏感さ .43 ** -.28 ** -.26 ** -.34 ** -.34 ** -.30 ** -.16
      M 35.65 3.83 20.85 15.63 22.18 14.11 29.83 29.00
     SD 8.27 2.10 4.90 3.08 4.70 2.96 6.09 6.70



































Table 13 心理的敏感さ得点の人数の散らばり 
 
註）得点以外の数値は人数を表す。 










23 1 1 1
24 1 1 1 1
25 1 1
26 4 2 1
27 2 1 1 1
28 2 4 1
29 4 1 1 1
30 1 2 1
31 1 2 1
32 2 4 1 1
33 8 1 1
34 2 2 1 3
35 4 2 1
36 2 1 2 3 1 1
37 6 1 5 5 2 1
38 7 5 6 1
39 5 4 5 4 4
40 2 2 2 1 1
41 8 2 5 1 2 1
42 3 4 3 2 1 1
43 5 3 2 1
44 2 3 3 2 2
45 3 3 3
46 5 1 2 1
47 6 2 1 2
48 2 1 3 1 1
49 2 2
50 2 3 1
51 2 1 2 1















































意ではなかった（Table 14）。それぞれの要因における重相関係数は.030 － .184の間であ




       Table 14 各要因が心理的敏感さに及ぼす影響 
                
                





β            R 2
AQ .324 ***            .105
チャレンジ -.175 .030
コントロール -.271 *** .089
コミットメント -.207 * .043
肯定的自動思考 -.428 *** .184
本来感 -.370 *** .137
自己効力感 -.323 ***           .104
              　　　  心理的敏感さ
78 
 













































を整理統合する前頭前野に投射していること（Middleton, ＆ Strick, 1994），運動制御，運
動動作とは独立した機能として，差し迫った情報の取得，分析，行動の予測，注意，イメー
ジ想起（Allen, Buxston,Wong, & Courchesne, 1997），人の感情や記憶，言語，社会との相
互作用といった脳の多くの機能の調整を行っていること(Ratey,2008)，大脳皮質がつくりだ
すイメージと，実際の取得した情報の内容と比較し，その誤差を修正するような活動や予測








る脳由来神経栄養因子（Brain-derived neurotrophic Factor: 以下 BDNF）は，神経細胞の発生
や成長，維持，再生を促進させる物質である。この BDNF が脳内における神経回路網の形
成や発達，生存に重要であること，BDNF がシナプスの可塑性（plasticity）に関与し，記憶




et.al., 1995）適応をカバーする働きをすることが明らかとなっている（Pascal-leone,et.al.,  
2005）。このBDNFの作用により神経ネットワークが再構築され（Pascual-leone, Nguyet, Cohen, 




BDNF の神経芽細胞が新たにネットワークを作り成長するには，自発的で（Cotman ＆ 
Berchtold, 2002)ストレスの負荷がかかる有酸素運動をすることが有効であり(Neeper, 
Gomez-Pinilla, Choi, cotman,1996; ；Ratey, 2008)，かつ２週間以上の長期間にわたる運動
継続が必要（Huang, Jen, Chen, Yu, Kuo & Chen,2006; Adlard, Perreau, Engesser-Cesar, & 
Cotman, 2004）ということが示されている。BDNF の働きにより新たに生じた神経突起は
その突起を成長させる有酸素運動などの刺激がない場合 , 28 日間で欠落してしまう
































































さらに診断基準の変更により ASD の診断基準から洩れてしまう ASD の特性のいずれか
を色濃く保持しているものの適応的である者が保持する適応要因の分析から，その結果を
基にした同様の者への心理的支援に焦点を当てた研究もほとんど見当たらなかった。 
そこで本研究においては ASD 者あるいはその周辺に属する BAP 者の適応状態の良好な
者が保持している適応モデルを作成することで適応要因を明らかにし，その結果をもとに
新たな心理的支援とその枠組みを提案していくということを研究の目的とした。 
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1  自分をとりまく環境の微妙な変化によく気づくほうだ。 1 2 3 4 5


























































1  自分をとりまく環境の微妙な変化によく気づくほうだ。 1 2 3 4 5
2  他人の気分に左右される。 1 2 3 4 5




1 2 3 4 5
5  カフェインに敏感に反応する。 1 2 3 4 5
6 明るい光や強い匂い，ざらざらした布地，サイレンの音などに圧倒されやすい。 1 2 3 4 5
7 豊かな想像力を持ち，空想に耽りやすい。 1 2 3 4 5
8 騒音に悩まされやすい。 1 2 3 4 5
9 美術や音楽に深く心を動かされる。 1 2 3 4 5
10 とても良心的である。 1 2 3 4 5
11 すぐにびっくりする（仰天する）。 1 2 3 4 5
12 短時間にたくさんのことをしなければならない時，混乱してしまう。 1 2 3 4 5
13 人が何かで不快な思いをしている時，どうすれば快適になるかすぐに気づく。 1 2 3 4 5
14 一度にたくさんのことを頼まれるのがイヤだ。 1 2 3 4 5
15 ミスをしたり，物を忘れたりしないようにいつも気をつける。 1 2 3 4 5




1 2 3 4 5
18 空腹になると集中できないとか気分が悪くなるといった強い反応が起こる。 1 2 3 4 5
19 生活に変化があると混乱する。 1 2 3 4 5
20 デリケートな香りや味，音，音楽などを好む。 1 2 3 4 5




1 2 3 4 5



























































1 いつも自分らしくいられる 1 2 3 4 5
2 いつでも揺るがない「自分」をもっている 1 2 3 4 5
3 人前でもありのままの自分が出せる 1 2 3 4 5
4 他人と自分を比べて落ち込むことが多い 1 2 3 4 5
5 自分のやりたいことをやることができる 1 2 3 4 5
6 これが自分だと実感できるものがある 1 2 3 4 5













































1 普段からあなたの気持ちをよく理解し、あなたの存在を認めてくれる家族がいる 1 2 3 4 5
2 あなたがする話にはいつも耳を傾けてくれ、色々とアドバイスをしてくれる家族がいる 1 2 3 4 5
3 普段からあなたの気持ちをよく理解し、あなたの存在を認めてくれる友人がいる 1 2 3 4 5
4 あなたがする話にはいつも耳を傾けてくれ、色々とアドバイスをしてくれる友人がいる 1 2 3 4 5
5 普段からあなたの気持ちをよく理解し、あなたの存在を認めてくれる先生がいる 1 2 3 4 5









































1 有能な人間である 1 2 3 4 5 6
2 むずかしい仕事（課題）でもうまくやりとげている 1 2 3 4 5 6
3 物事は他の人より上手にしている 1 2 3 4 5 6
4 なるべく簡単にできる仕事をしている 1 2 3 4 5 6
5 他の人には難しいようなパズルや問題を簡単に解く方である 1 2 3 4 5 6
6 やりかけたことはうまくやりとげている 1 2 3 4 5 6
7 まわりの人ができないことでも、うまくやっている 1 2 3 4 5 6




















































1 私は友達に対して思いやりがあり，親しい関係をもてる 1 2 3 4
2 私はショックを受けることがあってもすぐに立ち直るほうだ 1 2 3 4
3 私は慣れていないことにも楽しみながら取り組むことができる 1 2 3 4
4 私は人にたいてい好印象を与えることができる 1 2 3 4
5 私は今まで食べたことがない食べ物を試すことが好きだ 1 2 3 4
6 私は人からとてもエネルギッシュな人だと思われている 1 2 3 4
7 私は良く知っているところへ行くにも，違う道を通っていくのが好きだ 1 2 3 4
8 私は人よりも好奇心が強いと思う 1 2 3 4
9 私の周りには感じが良い人が多い 1 2 3 4
10 私は何かする時，アイデアがたくさん浮かぶ方だ 1 2 3 4
11 私は新しいことをするのが好きだ 1 2 3 4
12 私は日々の生活の中でおもしろいと感じることが多い 1 2 3 4
13 私は「かなり強い個性」の持ち主であると思う 1 2 3 4































1 現在の状況を変えるよう努力する 1 2 3 4
2 先のことをあまり考えないようにする 1 2 3 4
3 自分で自分を励ます 1 2 3 4
4 なるようになれと思う 1 2 3 4
5 物事の明るい面を見ようとする 1 2 3 4
6 時の過ぎるのにまかせる 1 2 3 4
7 人に問題解決に協力してくれるように 頼む 1 2 3 4
8 大した問題ではないと考える 1 2 3 4
9 問題の原因をみつけようとする 1 2 3 4
10 何らかの対応ができるようになるのを 待つ 1 2 3 4
11 自分のおかれた状況を人に聞いてもらう 1 2 3 4
12 情報を集める 1 2 3 4
13 こんな事もあると思ってあきらめる 1 2 3 4






























































1 作業や仕事ば変化があるほうが好きだ 1 2 3 4 5
2 楽しめる趣眛をもっている 1 2 3 4 5
3 一生懸命がんばれば，必ず目標は達成する 1 2 3 4 5
4 自分には打ち込めるものがない 1 2 3 4 5
5 努力すればどんなことでも自分の力でできる 1 2 3 4 5
6 生きがいを感じているものがある 1 2 3 4 5
7 学ぶことを本当に楽しみにしている 1 2 3 4 5
8 わくわくする活動や冒険的な行為は好きだ 1 2 3 4 5
9 計画を立てたら，それを実現させる自信がある 1 2 3 4 5
10 できればさまぎまな経験をしてみたい 1 2 3 4 5
11 毎日の生活は単調で張りがない 1 2 3 4 5
12 どんなことでも最善を尽せば，最終的にうまくいく 1 2 3 4 5
13 目新しくて変化に富んだいろいろなことをしてみたい 1 2 3 4 5
14 一生懸命話せば，だれにでもわかってもらえる 1 2 3 4 5




























1 何かをするときには、一人でするよりも他の人といっしょにする方が好きだ 1 2 3 4
2 自分ではていねいに話したつもりでも、話し方が失礼 だと周囲の人から言われる 1 2 3 4
3
何かに強く興味を持つことがあり、阻止されると、ひどく混乱してパニックになってしま
う 1 2 3 4
4 小説やテレビドラマなど、登場人物の気持ちや意図をよく理解できないことがある 1 2 3 4
5 博物館に行くよりも、劇場や映画館に行く方が好きだ 1 2 3 4
6 冗談がわからないことがよくある 1 2 3 4
7 相手の顔を見れば、その人が考えていることや感じていることがわかる 1 2 3 4
8 特定の種類のものについての情報を集めることが好きだ 1 2 3 4
9 「他の人だったらどうだろう」と人がどのように感じるかを想像するのはにがてだ 1 2 3 4
10 他の人の考え（意図）を理解することは苦手だ 1 2 3 4
